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針原伸二 (文京大学 ･理 ･人類)
耐水宏次 (鳴門教育大 ･学校教育)
本研究ではカニクイザルなどマカク属サルの､
βグロビン遺伝子領域にみられる変異を 解析し､
種内および種間変異性についての記載と考察をめ
ざすものである｡今年皮は竹中らの1988年の調査
で得た､タイのカニクイザルの試料について､γ
グロビン遺伝子の重複の有無の確認､βグロビン
遺伝子族の領域にみられるRFLPの検出を試み
た 0.-
ニホンザルでは､ヒトと同様に胎児型ヘモグロ
ビン遺伝子は,重複により2つあること (Gγお
よびAγグロビン退伝子)が約水らの以前の研究
でわかっていた｡今Elはカニクイザルでも退伝子
放校がみられるかどうかを,HPLC法によるP
CR増幅産物の定見分析で検討した.その結果は
良好ではなかったが､生成された産物はヒトの場
合と同じ大きさであることは確認された｡また生
成された産物を制限酵素､BamHIにより切断し
たところ､
2これまでのところ､タイのカニクイザルでは
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